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回
数
や
旅
客
数
、
貨
物
の
取
扱
量
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、こ
れ
に
対
応
し
た
空
港
の
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

就
航
需
要
に
応
え
る
た
め
時
間
値
を
向
上

成
田
空
港
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、発
着
容

量
の
拡
大
が
必
須
で
す
。成
田
空
港
で
は
航
空
会
社
の

需
要
が
一
部
の
時
間
に
集
中
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ

り
、
現
在
需
要
に
応
え
き
れ
て
い

な
い
時
間
帯
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
時
間
値（
航
空
機
が
１
時
間

あ
た
り
に
発
着
で
き
る
数
を
示
し

た
値
）を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
よ
り
２
本
の

滑
走
路
か
ら
同
時
に
発
着
で
き

る
同
時
並
行
離
着
陸
方
式
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年

に
管
制
機
能
の
高
度
化（
管
制

機
能
の
高
度
化
に
必
要
な
監
視

装
置「
Ｗ
Ａ
Ｍ:W

ide Area 
M

ulti-lateration
」を
導
入
）

を
実
施
し
、
悪
天
候
時
で
あ
っ
て

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

航
空
網
の
要
衝
と
し
て

求
め
ら
れ
る
空
港
の
機
能
強
化

海
外
１
１
０
都
市（
平
成
29
年
11
月
時
点
）と
結
ば

れ
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
と
し
、
ア
ジ
ア
と
北

米
を
つ
な
ぐ
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
成
田
空

港
は
、
国
際
旅
客
の
需
要
が
増
え
て
い
る
中
で
、
わ
が

国
の
国
際
線
基
幹
空
港
と

し
て
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、

仁い
ん
ち
ょ
ん川
空
港（
韓
国
）な
ど
の

ア
ジ
ア
の
主
要
国
際
空
港
と

の
空
港
間
競
争
が
激
化
し
て

お
り
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る

空
港
と
な
る
た
め
に
は
利
便

性
を
高
め
国
際
競
争
力
を

確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
増
加
や
航
空
自

由
化（
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ※

）に

よ
る
就
航
都
市
数
の
拡
大
と

と
も
に
、
成
田
空
港
の
発
着

第
３
滑
走
路
の
増
設
な
ど
に
よ
り
発
着
容
量
を
拡
大
し

国
際
競
争
力
を
高
め
る

成
田
国
際
空
港（
成
田
空
港
）

※　企業数、路線および便数に係る制限を二国間で相互に撤廃すること。

成田空港の概況
● 種別　会社管理空港（会社が設置し管理する空港）
● 運用時間　24時間
● 利用時間　６時～23時
● 滑走路　2本
● 旅客ターミナル　３カ所（国内・国際共用３）
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旅
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旅客数（万人）
貨物量（千トン）
発着回数（万回）
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度
）

成田空港の航空取扱量推移

高速離脱誘導路整備後の1日の発着枠配分状況イメージ図
（時間帯ごとの発着回数と航空会社の需要）

出発便数（当初配分）
到着便数（当初配分）

各航空会社からの発着枠の要望数
高速離脱誘導路整備後の
時間帯ごとの発着回数の上限
現在の時間帯ごとの発着回数の上限

72

68

（
発
着
回
数
）

時間帯ごとの
発着回数の増加

需要に応えきれていない時間帯

6 7 8 9 10 11 12 20 21 2213 14 15 16 17 18 19 （時）
※各航空会社からの発着枠の要望とそれに対する発着枠の当初配分を図表化したものであり、実際の許可ダイヤの内容とは異なる。また、定
期便の数のみであり、チャーター便などの数は含まれない。
※発着回数の上限は最大値として示したものであり、実際の運用においては、当該時間帯の到着と出発の組み合わせに応じ変動するため、図
表上では上限に達していないが、これ以上配分できない時間帯もある（15時台など）。また、これとは別に、夜間時間帯における発着回数
の抑制や、航空機の遅延による混雑を吸収するために、発着回数を抑制する時間などが設けられている。 ※北風運用時の離陸の場合

悪天候時
も可能に

同
時
離
着
陸
を
行
わ
な
い
場
合

同
時
離
着
陸
を
行
う
場
合

管制機能の高度化による
同時離着陸のイメージ
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も
管
制
官
が
航
空
機
の
位
置
を
精
密
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
本
の
滑
走
路
を
独
立

に
運
用
す
る
同
時
並
行
離
着

陸
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
時
間
値
が
64
回
か
ら
最

大
68
回
へ
と
４
回
増
加
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
着
陸
後
の
航
空

機
が
滑
走
路
か
ら
離
脱
す
る

時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
高

速
離
脱
誘
導
路
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
値
が
４

回
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
年
間
４
万

回
の
発
着
回
数
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
２
０
３
０
年
６
０
０
０
万
人

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
更
な
る
発
着
容
量
拡
大

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

四
者
協
議
会
合
意
の
も
と

発
着
容
量
の
拡
大
へ

成
田
空
港
の
年
間
発
着
容
量
を
30
万
回
か
ら
50
万

回
ま
で
拡
大
す
る
た
め
の
更
な
る
機
能
強
化
策
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
空
港
周
辺
の
９

市
町
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社（
Ｎ
Ａ
Ａ
）で
構
成

さ
れ
る「
成
田
空
港
に
関
す
る
四
者
協
議
会
」（
以
下
、

四
者
協
議
会
）で
平
成
27
年
９
月
か
ら
検
討
を
開
始

し
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ａ
Ａ
は
平
成
28
年
９
月
に
開

催
さ
れ
た
四
者
協
議
会
で
、「
第
３（
Ｃ
）滑
走
路
の

増
設
」や
、「
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和
」、「
Ｂ
滑
走
路

の
延
伸
」な
ど
の
機
能
強
化
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
夜

間
飛
行
制
限
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の
環

境
へ
の
配
慮
か
ら
、午
後
11
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の

７
時
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
際
競
争
力
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
そ
の
緩
和
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
の
必
要
性
や
そ
れ

に
伴
う
環
境
対
策
・
地
域
共
生
策
な
ど
に
つ
い
て
、延

べ
２
０
０
回
を
超
え
る
住
民
説
明
会
を
実
施
し
理
解

を
求
め
た
結
果
、
本
年
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
四

者
協
議
会
に
お
い
て
、
更
な
る
機
能
強
化
策
に
つ
い

て
最
終
的
に
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
夜
間
飛
行
制

限
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
第
３
滑
走
路
供
用
ま
で
の
当

面
の
間
は
Ａ
滑
走
路
に
お
い
て
制
限
時
間
を
午
前
０

時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の
６
時
間
と
し（
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
ま
で
に

実
施
）、供
用
後
は
制
限
時
間
を
午
前
０
時
半
か
ら
午

前
５
時
ま
で
と
す
る
と
と
も
に
、各
滑
走
路
の
運
用
時

間
を「
午
前
５
時
か
ら
午
後
10
時
」と「
午
前
７
時
半

か
ら
午
前
０
時
半
」の
２
種
類
と
す
る「
ス
ラ
イ
ド
運

用
」を
採
用
し
、飛
行
経
路
下
に
お
け
る
静
穏
時
間
を

そ
れ
ぞ
れ
７
時
間
確
保
し
ま
し
た
。
今
後
、合
意
内
容

に
つ
い
て
、必
要
な
手
続
き
を
経
た
上
で
事
業
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
五
輪
に
向
け
て

利
便
性
・
快
適
性
も
追
求

成
田
空
港
の
国
際
競
争
力
向
上
の
た
め
に
は
発
着

容
量
の
拡
大
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
急
成
長
す
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
へ
の
対
応
で
す
。
平
成
27
年
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、設
備
・
構
造
を
簡
素
化

し
て
航
空
会
社
や
利
用
者
の
利
用
料
を
抑
え
て
お
り
、

年
間
７
５
０
万
人
の
旅
客
取
扱
能
力
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
乗
り
入
れ
が
平
成
29
年
に
は
旅
客
便

の
発
着
回
数
の
３
割
を
超
え
る
ほ
ど
に
増
加
し
て
お

り
、今
後
も
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、旅
客
数
と
と
も
に
貨
物
の
取
扱
量
も
増
え
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
は
貨
物

ビ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
な
ど
を
行
い
、
処
理
能
力

が
年
間
２
４
０
万
ト
ン
に
拡
大
し
ま
し
た
。

一
方
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
利
便
性
向

上
が
求
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
も
多
く
、
第
１
お
よ
び
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
や
Ｃ
Ｉ
Ｑ

施
設
の
整
備
な
ど
を
、
国
土
交
通
省
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
官
庁
、

Ｎ
Ａ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
２
０
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
踏
ま
え
、

誰
に
と
っ
て
も
、
よ
り

快
適
で
利
用
し
や
す

い
施
設
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
日
本
文

化
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど「
お
も
て
な

し
」を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
も
進

め
て
い
ま
す
。

特集 飛躍する空港

滑走路の具体的な位置（四者協議会での合意事項）

天井に化粧ボードを貼らず、はりや配管が
むき出しとなっている第３ターミナル
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